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令和元年度 幌加内町決算審査特別委員会 第１日目 

 

令和２年１０月２３日（金曜日） 

 

〇出席委員（ ８名） 

 委 員 長 ７番 中 村 雅 義 君 

       ２番 市 村 裕 一 君（副委員長）  ８番 小 関 和 明 君（副委員長） 

     １番 中 川 秀 雄 君        ３番 中 南 裕 行 君 

４番 藤 井  祐  君        ７番 蔵 前 文 彦 君 

      議長 小 川 雅 昭 君  

 

○欠席委員（ ０名） 

 

〇出席説明員 

町      長  細  川  雅  弘  君 

副 町 長        大  野  克  彦  君 

教 育 長  小 野 田  倫  久  君 

総 務 課 長  村  上  雅  之  君 

産 業 課 長  中  河  滋  登  君 

建 設 課 長  宮  田  直  樹  君 

住 民 課 長        山  本  久  稔  君 

保 健 福 祉 課 長  竹  谷  浩  昌  君 

地 域 振 興 室 長        新  江  和  夫  君 

教 育 次 長        内  山    渉   君 

 

〇出席事務局職員 

事 務 局 長  加  藤  誠  一  君 

書 記     岡  田  由  美  君 
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   開 会 午前８時５９分 

 

 

◎開 会 

〇事務局長（加藤誠一君） ただいまより決算審査特別委員会を始めます。 

開会にあたりまして、中村委員長よりごあいさつを申し上げます。 

 

 

◎委員長あいさつ 

〇委員長（中村雅義君） 一言ごあいさつを申し上げます。 

本日は、時節柄何かとお忙しい中、委員をはじめ、町長並びに関係職員の皆様にご出席を賜り厚くお

礼申し上げます。さて、先般の９月定例会において、決算審査特別委員会が設置され、その委員長を努め

させていただく事となりました。委員の皆様には円滑な審査にご協力くださいますようお願い申し上げます。

また、決算審査にあたりましては、予算執行が適正に行われ、それにより行政効果が発揮できたかどうか、

議会における予算審議等の趣旨が十分に生かされたかなど、納税者の立場にたって確認しなければなら

ない重大な責任がありますので、限られた日程の中ではありますが、十分慎重審議がなされますよう、委員

各位のご理解とご協力をお願い申し上げまして、簡単ではありますが、開会にあたってのご挨拶とさせてい

ただきます。 

 

○事務局長（加藤誠一君） 続きまして、町長よりごあいさつをお願いいたします。 

 

 

 ◎町長あいさつ 

〇町長（細川雅弘君）  

 本決算審査の内容につきましては、６月の定例会において概要説明をしたところです。昨年の決

算については行政予算、歳入不足を補うために２億 8000 万円近くの基金取り崩しを見込んでいた

ところです。最終的には、除雪経費の削減あるいは常費節約等により基金全体では 2000 万円弱の

取り崩しになりました。実質、収支の繰り越しが 9000 万円を超えているので、実際の基金取り崩

しはなく、昨年についてはなんとか凌いだのかと思います。しかし、起債の方は前年繰越の分も含

めて７億円の起債を残しています。その中、令和２年、今年の予算組については、歳入不足を補う

ために基金を３億 7000 万円以上取り崩す内容となっています。コロナ対策をはじめまして、国か

らの特別交付金を頂いているわけですが、それにプラス町の一般単独資金も投資するような状況で

す。そしてコロナについては、来年、国の税収が大幅に減るのではないかというふうになっていま

す。総務省の概算要求時点では、既に地方交付税を 4000 億円減額して要求するとの報道があった

ところです。それに加え、今年は国勢調査の年です。残念ながら５年前より人口は減っていますの

で、来年からの交付税の算入額に繁栄をされる状況にもあります。益々、財政状況は厳しい状況に

なるのかと想像をしているところです。我々、行政運営については、よりメリハリの効いた財政運

営、行政運営をしていかなければならないと考えています。議員の皆様におかれましては、より一
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層のご理解、ご協力をお願い申し上げて審査にあたってのご挨拶と致します。ご審議の程よろしく

お願い申し上げます。 

 

〇事務局長（加藤誠一君） ありがとうございました。 

 

 

◎開会の宣告 

〇委員長（中村雅義君） ただいまの出席委員数は７名であります。 

定足数に達していますので、令和元年度幌加内町各会計歳入歳出決算に係る決算審査特別委員会

を開会いたします。 

 

 

◎開議の宣言 

〇委員長（中村雅義君） これから本日の委員会を開きます。 

 

 

◎日程の決定 

〇委員長（中村雅義君） 委員会の日程についてお諮りします。 

日程は、本日から 10月 28日までの６日間にしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 異議なしと認めます。 

したがって特別委員会の日程は、本日から 10月 28日までの６日間に決定いたしました。 

 

 

 ◎決算審査要領の説明 

〇委員長（中村雅義君） 決算審査の要領について、事務局より説明をいたします。 

○事務局長（加藤誠一君） （別添、審査要領により事務局長説明、記載省略） 

〇委員長（中村雅義君） 以上の要領により実施することにご異議ありませんか。  

（「異議なし」の声あり） 

〇委員長（中村雅義君） 異議なしと認めます。 

  したがって、この要領に基づき実施いたします。 

 

 

◎閉会 

〇委員長（中村雅義君） お諮りします。 

 本日の審査をこの程度にとどめ、延会したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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〇委員長（中村雅義君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

 これで本日の審査を閉じます。 

 

閉 会 午前９時１０分 

 

※ 書類審査開始 午前９時１５分（第二委員会室にて／終了 午後１２時００分） 


